
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
 
宮崎県教育委員会では、これまで、本県の児

童生徒の学力向上を図るために、県独自の学力

調査の実施や、国や県の学力調査の結果をふま

えた「教員の指導力を高める（課題解決を図る）

授業研究会」の開催等の取組を行ってきた。 
また、平成２０年２月に作成した「学校改善

支援プラン」に基づき、学校における「学力向

上マネジメントサイクル」の確立を積極的に支

援してきた。 
本県では、平成２１年度文部科学省「アクシ

ョンプラン推進事業」において、以下の取組を

新たに行うことにより、学校における日常的な

「学力向上マネジメントサイクル」の一層の推

進を支援できるよう努めたところである。 
 

 
Ⅰ．都道府県・指定都市教育委員会 
における取組 

 
１．事業内容について 

（１）事業概要 

ア 推進地域及び推進校 

①推進地域 延岡市 

②推進校 

〔小学校〕 

延岡小学校、緑ヶ丘小学校、川島小学校 

〔中学校〕 

南中学校、東海中学校、南方中学校 

イ 解決に向けて取り組んだ課題 

①全国学力・学習状況調査「Ａ問題」に

係る力とともに「Ｂ問題」に係る力の

育成 

②「学力向上マネジメントサイクル」の

推進及び充実 

③適時に授業の成果を把握し学習指導方

法の工夫・改善を行うシステムの構築 

④学校規模や地理的環境を越えたネット

ワークの構築 

ウ 課題解決への取組 

① 「学力向上マネジメントサイクル」を

生かした課題解決の取組 

各推進校において、全国学力・学習状

況調査及び県独自の学力調査の結果の

分析をふまえ、「改善計画書」を作成し、

「学力向上マネジメントサイクル」を生

かして地域や学校における課題解決を

図るための実践研究を行った。 

特に、「Ａ問題」に係る力とともに「Ｂ

問題」に係る力を育成することについて

は、地域における共通の課題として取り

組んだ。 

各推進校の取組の状況については、３

月開催の「アクションプラン推進協議

会」において報告し合った。 

② 算数・数学科「Ｗｅｂ学習単元評価シ

ステム」の構築と活用 

ａ）システムの構築と活用 

学校において、それぞれの学習単元

の指導を終えるごとに、教師が、指導

の成果を検証し、適時に学習指導方法

の工夫・改善を行うことができる「Ｗ

ｅｂ学習単元評価システム」の構築を

行った。 

また、システムは、教育委員会から

の情報提供や、学校における学習指導

に関する情報交換ができるように開

発した。 

システムの運用は、当初、推進校６

校において試験運用を行い、その後、

推進地域である延岡市内の全小・中学

校（小学校３１校、中学校１７校）で

の活用を可能とした。 

なお、システムの開発と運用・保守

等の業務については、業務委託コンペ

により決定した業者と、事業趣旨やシ

ステムの具体的な在り方等について

学校における「学力向上マネジメントサイクル」を 

支援するための取組 

～「Ｗｅｂ学習単元評価システム」開発と活用を通して ～ 
宮崎県教育委員会 
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十分に打合せるとともに、実際に活用

した推進校等の意見をふまえながら

行った。 

ｂ）評価問題の作成と検討 

システムに掲載し、各学校でテス

トとして行う評価問題の作成と検討

を行うために、「アクションプラン推

進協議会」のもとに、「評価問題作成

プロジェクト会議」を組織し、具体的

な評価問題の作成等に取り組んだ。 

 

 

【システムの概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実施体制 

事業の実施にあたっては、「アクションプラ

ン推進協議会」及び「評価問題作成プロジェク

ト会議」を組織し、事業の効果的な推進に努め

た。 

 

【実施体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取組内容 

ア 「アクションプラン推進協議会」の取

組〔計２回開催（１１月、３月）〕 

① 構成員 

○県教育委員会 

学校政策課 
（学校支援監、課長補佐、義務教育担

当主幹、担当指導主事） 

東臼杵教育事務所 
（所長、教育推進課長） 

県教育研修センター 
（企画調査課副主幹） 

○延岡市教育委員会 
（教育長、学校教育課長） 

○推進校長 
○宮崎大学教育文化学部 
 （算数・数学教育研究者） 

② 会議の概要 
１１月に開催した第１回会議におい

ては、全国学力・学習状況調査等の結果

をふまえ、解決を図ろうとする課題につ

いての共通理解を図り、本事業について

具体的な協議を行い、方向性等を確認し

た。 
３月に開催した第２回会議において

は、各推進校及び延岡市教育委員会、県

教育委員会から取組の概要について報

告を行い、本事業の成果と課題の評価及

び次年度以降における成果の普及につ

いて協議を行った。 

また、宮崎大学教育文化学部の算数・

数学教育研究者（２名）を構成員とする

ことで、本事業の推進に係る助言及び協

力を得ることができた。 
 

【学校における利用手順】

１ 指定の学校別ＩＤ及びパスワード等でログインする。

２ 評価問題をダウンロードし、印刷する。

３ 単元の学習後、評価問題をテストとして実施する。

【評価問題】～各単元１０問構成、児童生徒が１５分程度で取り組
める内容）

４ 採点・集計後、システムへ結果を入力する。

【入力する項目】～各設問の受験者数、正答者数、無解答者数

５ システムが示す情報により指導の状況を検証する。

【示される情報】～各設問、各単元の自校、市町村、地域、県の正
答率、無解答率等（市町村や地域、県のデータは随時更新される）

６ 学習指導方法の工夫・改善を図る。

（補充指導、個別指導、家庭学習指導、発展的な指導など）

学校における「Ｗｅｂ学習単元評価システム」の利用手順

システム開発・運用保守

〔評価問題作成プロジェクト会議〕

各学校が、インターネット上の単元ごとの評価問題を活用して、自校の正答率を
地域や県の状況と比較することにより、児童生徒のつまずきや指導状況を明らか
にし学習指導の工夫・改善に生かすシステムです。

教師
児童生徒

学校

学習指導

③解答

②テスト

⑥学習指導の工夫・改善

学習④採点・結果入力

⑤集計資料の確認

〔推進協議会〕

委託業者

シ
ス
テ
ム
の
管
理

評
価
問
題
の
掲
載
等

Ｗｅｂ学習単元評価システムの概要

①問題の取得

学力向上マネジメントサイクルの確立

「Ｗｅｂ学習単元評価システム」とは？

県教育委員会
【推進地域】

Ｗｅｂ学習単元評価システム

【アクションプラン推進協議会】

Ｗｅｂ
単元評価システム

Ｗｅｂ
システムの構築

及び
サーバレンタル
【業者委託】「学力向上マネジメントシステム」の充実

授業実践に係るネットワークの構築

日常の指導の検証と改善

延
岡
市
教
育
研
究
所

算
数
・数
学
部
会

・東
臼
杵
教
育
事
務
所

・県
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セ
ン
タ
ー

宮
崎
県
教
育
委
員
会

延
岡
市
全
小
・中
学
校

延
岡
市
教
育
委
員
会

【評価問題作成プロジェクトチーム】

【アクションプラン推進校】
延岡市内

小学校３校、中学校３校

課題解決を図る実践研究
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イ 「評価問題作成プロジェクト会議」の取

組〔計４回開催（１１月～３月）〕 

① 構成員 

○県教育委員会 

学校政策課（義務教育担当主幹、担当

指導主事） 

東臼杵教育事務所（指導主事） 

県教育研修センター（指導主事） 

○延岡市教育委員会（指導主事） 

○推進校担当教諭 
○延岡市教育研究所算数・数学部会関係

者 
② 会議の概要 

評価問題の作問にあたっては、観点別

評価の３つの観点（「数学的な考え方」、

「表現・処理」、「知識・理解」）のバ

ランスに留意するとともに、全国学力・

学習状況調査の「Ａ問題」、「Ｂ問題」

の趣旨を参考に、「Ｂ問題」（主として

活用に関する問題）に係る問題をできる

だけ取り入れるように配慮した。 

このことにより、推進校担当者から

「Ｂ問題」に係る力の育成に関して、

日々の授業をイメージした意見が数多

く出されるなど、推進校における課題解

決のための具体的な実践に繋げること

ができた。 
また、特に評価問題の在り方について

宮崎大学教育文化学部の算数・数学教育

研究者から、的確な指導助言を得ること

ができ、評価問題作成に生かすことがで

きた。 

なお、本事業の開始が、年度後半であ

ったために、評価問題は以下の単元につ

いて作成した。 
〔小学校５年生 算数科〕 

「面積」、「分数」、「割合」、 
「円周と円の面積」 

〔中学校２年生 数学科〕 

「一次関数」、「図形の調べ方」、 
「図形の性質と証明」、「確率」 

ウ 推進校における取組 
① 取組内容 

各推進校において、以下の事項につい

て共通して取り組んだ。 
ａ）「全国学力・学習状況調査」及び「み

やざき学力・意識調査」結果の分析 
ｂ）課題解決を図るための「改善計画書」

の作成 

ｃ）課題解決を図るための授業研究 
（授業研究及び授業研究会等） 

ｄ）日々の学習指導方法の工夫・改善 
ｅ）「Ｗｅｂ学習単元評価システム」

による日常の指導の検証と改善 
ｆ）「改善報告書」の作成 

② 推進校における課題解決を図るため

の取組事例等 
○朝のスキルタイム等を活用して「活

用に関する問題」にふれさせた。 
○問題解決における話し合いにおいて、

根拠を伴った発表が行われるように

指導した。 
○実生活との関連が大きい「割合」の単

元において、広告や実際の店での様子

を再現しながら具体的に指導を行っ

た。 
○「学び合い学習」を取り入れ、グルー

プで問題に取り組ませ、探究的な活動

や説明する活動を通して知識・理解の

定着や活用を促進した。 
○課題である図形の領域において、具体

物操作等の算数的活動を積極的に取

り入れた。 
○市の計算力実態調査を活用し、基礎

的・基本的な内容の習熟を図った。 
○個に応じた指導の充実を図るために、

習熟度別による少人数指導の充実に

取り組んだ。 
○基礎的な知識や技能の定着を図った。

（朝自習、授業前後のミニテスト、家

庭学習の手引き活用による家庭学習

の充実） 
○基本的な学習のきまりを見直し、学力

向上へのステップとした。 
○家庭での学習課題を計画的に与え、個

に応じた支援やアドバイスを行った。 

③ 推進校における「Ｗｅｂ学習単元評価

システム」を活用した取組事例等 

○システムの画面から、「面積」、「分

数」、「割合」、「円周と円の面積」

のそれぞれの単元の評価問題で、どの

内容の習熟が図られていないのかが

一目で分かり、その後重点的に補充的

な指導を行うことができた。 

○朝自習の時間に評価問題に取り組む

ようにした。少人数指導担当が丸付け

をし、学年及び学級の状況や個別の支

援が必要な児童について確認をし、算

数の時間を活用して児童に返却をし
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た。返却時には、児童にやり直しをさ

せたり、必要に応じて個人への指導を

行ったり、朝自習や宿題等での補充的

な指導を行ったりしている。 
○はじめの２つの単元については、学校

の単元テストの後に本システムの評

価問題を実施したが、次の単元以降

は、本システムの評価問題を実施し、

落ち込みのあった問題を確認した後

に、学校の単元のテストを行った。 
○学級毎に、評価問題のテストを実施

し、正答率の低い問題については、類

似問題で補充学習を行った。 
○図形の証明に関する記述式の問題に

おいて、数学的な表現を苦手とする生

徒が多かったので、再度指導した。 
○教師が、落ち込んでいる部分を確認す

ることにより、強い意識をもってその

後の学習指導にあたることができた。 
エ 実施日程 
４月 「全国・学力学習状況調査」 

「みやざき小中学校学力意識調査」 

８月 アクションプラン事前説明会開催 

９月 上記学力調査の結果をふまえ「改善

計画書」作成（推進校） 

課題解決への取組（～３月） 

11月 システムの開発・運用等業務委託 

第１回「アクションプラン推進協議

会」及び第１回「評価問題作成プロジ

ェクト会議」合同会議開催 

12月 第２回「評価問題作成プロジェクト

会議」開催 

第３回「評価問題作成プロジェクト

会議」開催 

１月 「Ｗｅｂ学習単元評価システム」

試験運用開始（推進校） 

推進校への訪問及び説明 

２月 「Ｗｅｂ学習単元評価システム」

運用開始（推進地域全小・中学校） 

市校長会における説明 

「報告書」作成（推進校） 

３月 推進校における実践状況視察（研究

授業）（緑ヶ丘小学校） 

第２回「アクションプラン推進協議

会」及び第４回「評価問題作成会議」

合同会議の開催 

 

（４）研究成果 

〔成果〕 

○県教育委員会と延岡市教育委員会及び

推進校（小学校３校、中学校３校）が、

宮崎大学や数学教育会の協力も得なが

ら、アクションプランに基づいて十分

に連携しながら、課題解決のための取

組を行うことができた。 
○学校と教育委員会が連携して具体的な

取組を行うことにより、推進地域全体

において、児童生徒の学力向上を目指

して、学校における「学力向上マネジ

メントサイクル」の推進を図ることが

できた。 
○「Ｗｅｂ学習単元評価システム」を開発

し、推進地域の全ての小・中学校での活

用を可能とすることにより、各学校にお

いて、積極的に日常的な学習指導方法の

工夫・改善を図ろうとする機運を高める

ことができた。 
○県教育委員会としては、推進地域及び推

進校における課題解決の取組をもとに、

これまでの本県の学力向上に係る施策

の見直しを行うことができた。 
特に、「Ｗｅｂ学習単元評価システ

ム」の構築と活用により、課題解決のた

めの新たな具体的な取組としてその検

証をし、今後、本事業の成果として県下

全域に普及するための基盤を整備する

ことができた。 
 
〔課題〕 
●予算措置と委託契約の手続き上、本事業

開始が年度後半となり、システム開発や

評価問題の作成を急ぐなどの努力を行

ったが、推進校以外でのシステムの活用

期間が短くなり、活用率を十分にあげる

ことができなかった。 
しかし、これまでの推進校における取

組の成果をふまえた啓発により、各学校

のシステム活用の効果の認識が高くな

ってきており、今後より多くの学校での

活用を十分に期待することができる。 
●評価問題の正答率が、作問の際設定した

通過率よりも低い問題が多く、適切な評

価問題の在り方について検討すること

が必要である。 
さらに「活用する力」の育成に係る具

体的な指導に結びつく評価問題の在り

方について研究する必要がある。 
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●学校における評価問題の実施時間を確

保するために、評価問題の構成について

は、各単元の学習内容の習熟状況をしっ

かりと診ることができるものとすると

ともに、できるだけ量的に軽いものと

し、朝自習や授業のはじめや終わりの一

部分などで、気軽に活用できるものとす

る必要がある。 
 

２．普及啓発と今後の取組について 
（１）成果の普及啓発に関する取組 

平成２１年度の成果と課題をふまえ、次年

度以降において「Ｗｅｂ学習単元評価システ

ム」の在り方について改善を行うとともに、

評価問題の対象学年や単元の拡大、及び県下

全域へのシステムの普及を図っていく。 
特に、県下全域へのシステムの普及につい

ては、市町村教育委員会連合会や公立校長会

等との連携を十分に図ることにより、平成２

１年度の推進地域や推進校の成果をふまえ

ながら、システムの趣旨やそのよさについて、

積極的に啓発を行っていく。 
 
（２）来年度以降の取組 

本県ではこれまで、県独自の「みやざき小

中学校学力・意識調査」の実施や、国や県の

学力調査等の結果分析をふまえた各学校の

「改善計画書」を基にした「学力向上マネジ

メントサイクル」の推進とともに、指導力の

ある教員による模範授業等を行う「教員の指

導力を高める（課題解決を図る）授業研究会」

を教育事務所ごとに開催するなどして、学力

向上に係る取組を行ってきた。 
平成２２年度は、「みやざき学力アップ支

援事業」として、これまでの取組に、「Ｗｅ

ｂ学習単元評価システム」を活用した実践研

究を加えた総合的な学力向上対策を推進し

ていくことにより、学校における「学力向上

マネジメントサイクル」の一層の推進を図る

ことにより、児童生徒の学力向上を図ってい

く。 
 

【「みやざき学力アップ支援事業」の概要】 

 
 

学校

指
導
方
法
の
工
夫
・改
善

分析・改善計画

みやざき学力アップ支援事業

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

検証

教員の指導力を高める（課題解決を図る）
授業研究会

算数・数学科「Ｗｅｂ学習単元評価システム」
を活用した実践研究

み
や
ざ
き
小
中
学
校
学
力
・
意
識
調
査

学力向上マネジメントサイクルの推進

旧教育事務所単位において
地域の課題解決を図るため
に、授業研究会を中心とした
研修会を開催する。

県内３つの推進地域におい
て本システムを活用した実践
研究を行い、その成果の普及
を図る。
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